
私
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
５
年
ま
で
、
在
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
日
本
国
大
使
と
し
て
サ

ラ
エ
ボ
に
勤
務
し
た
。

同
国
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が
分
解
し
て
で
き
た

国
の
一
つ
で
、
イ
ス
ラ
ム
系
、
ク
ロ
ア
チ
ア
系
、
セ
ル

ビ
ア
系
の
３
民
族
が
混
在
し
、
１
９
９
０
年
代
前
半
に

悲
惨
な
民
族
紛
争
を
経
験
し
た
。
面
積
約
５
万
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
紛
争
前
の
人
口
約
４
５
０
万
人
の
国
で
、

20
万
人
以
上
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
１

９
９
５
年
に
米
国
の
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
仲
介
に
よ

り
、
米
国
の
オ
ハ
イ
オ
州
デ
イ
ト
ン
に
あ
る
空
軍
基
地

に
３
民
族
代
表
を
招
集
し
、
何
と
か
紛
争
は
終
結
し
た

が
（「
デ
イ
ト
ン
合
意
」）、
戦
後
の
平
和
構
築
、
民
族
間

の
融
和
に
は
時
間
が
か
か
る
よ
う
で
、
紛
争
終
結
か
ら

30
年
近
く
経
つ
現
在
で
も
、
３
民
族
の
代
表
が
８
カ
月

ず
つ
輪
番
で
大
統
領
を
務
め
て
い
る
。

首
相
ポ
ス
ト
は
、２
０
０
０
年
代
に
８
カ
月
ご
と
の
輪

番
制
か
ら
２
年
ご
と
の
輪
番
制
に
変
更
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
大
臣
ポ
ス
ト
も
３
民
族
に
割
り
当
て
ら
れ
、
必

ず
し
も
当
該
分
野
に
明
る
い
人
材
が
就
任
す
る
わ
け
で

も
な
い
。
そ
の
た
め
、
意
思
決
定
に
時
間
を
要
す
る
場

合
が
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
10
年
前
の
２
０
１
４
年
、い
く
つ
か
の
都
市

が
水
没
す
る
大
規
模
な
洪
水
が
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
発
生
し
た
。
日
本
の
場
合
は
、
災
害
が
あ

る
と
最
初
に
復
興
計
画
・
工
程
表
を
作
っ
て
政
府
一
丸

と
な
っ
て
復
興
に
努
め
る
。
一
方
同
国
の
場
合
、
復
興

計
画
を
作
る
よ
り
も
各
国
か
ら
支
援
金
を
集
め
る
「
支

援
国
会
議
（
ド
ナ
ー
会
議
）」
を
い
つ
開
催
す
る
か
が
大

き
な
議
論
に
な
っ
た
。
同
国
内
の
各
地
方
自
治
体
か
ら

バ
ラ
バ
ラ
に
支
援
要
請
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
日
本
と
し

て
は
、
ま
ず
相
手
国
政
府
が
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

て
て
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
支
援
す
る
の
が
原
則
で
あ

り
、
復
興
計
画
な
し
に
現
金
を
振
り
込
む
こ
と
は
で
き

な
い
。
結
局
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
力
し
て
水
、
食
料
、
毛

布
な
ど
の
支
援
物
資
に
よ
る
緊
急
援
助
だ
け
は
実
施
で

き
た
。

戦
後
復
興
・
平
和
構
築
に
当
た
っ
て
は
、
ト
ル
コ
は

イ
ス
ラ
ム
系
住
民
の
、
ロ
シ
ア
は
セ
ル
ビ
ア
系
住
民
の

住
む
地
域
を
中
心
に
支
援
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
我
が

平和構築の困難さ
山崎   日出男
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国
は
こ
の
よ
う
に
一
部
の
民
族
に
偏
ら
ず
３
民
族
そ
れ

ぞ
れ
に
対
し
て
公
平
に
支
援
を
行
い
、
そ
の
公
平
性
・

中
立
性
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
義
務
教

育
も
民
族
ご
と
に
異
な
っ
た
学
校
で
実
施
さ
れ
て
き
た

が
、
こ
れ
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
融
和
が
進
ま
な
い
の

で
、
複
数
の
民
族
が
共
に
学
習
す
る
学
校
を
建
て
る
た

め
に
「
草
の
根
文
化
無
償
資
金
協
力
」
の
ス
キ
ー
ム
を

使
っ
て
支
援
を
行
い
、
サ
ッ
カ
ー
場
を
整
備
し
た
。
同

時
に
、
３
民
族
が
共
に
参
加
す
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開

催
す
る
団
体
も
支
援
し
た
。

日
本
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
統
治
下

に
あ
っ
た
よ
う
に
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ

で
も
、
国
連
が
定
め
た
平
和
履
行
委
員
会
と
常
設
機
関

で
あ
る
「
上
級
代
表
部
」
が
、
停
戦
以
降
同
国
政
府
に

対
し
て
助
言
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
上
級
代
表
部
は
平

和
を
妨
げ
る
行
為
を
す
る
政
治
家
を
罷
免
す
る
強
い
権

限
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
は
、
同
代
表
部
運
営
費
の
約

１
割
を
拠
出
し
て
い
る
た
め
、
他
の
Ｇ
７
諸
国
や
ト
ル

コ
、
ロ
シ
ア
と
共
に
平
和
履
行
委
員
会
の
常
任
委
員
と

な
っ
て
お
り
、
当
時
は
毎
週
一
回
、
大
使
常
任
委
員
会

に
出
席
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
た
。

大
使
と
い
え
ば
普
通
は
、
赴
任
先
相
手
国
と
の
二
国

間
の
関
係
調
整
が
中
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
の
場
合

は
他
の
常
任
委
員
の
大
使
と
と
も
に
、
平
和
履
行
が
順

調
に
進
ん
で
い
る
か
、
紛
争
に
結
び
つ
く
不
穏
な
動
き

は
な
い
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
き
な
仕
事

と
な
っ
て
い
た
。
貴
重
な
経
験
を
し
た
と
言
え
る
。

こ
の
と
こ
ろ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
な
ど
世

界
各
国
で
紛
争
が
続
い
て
お
り
、
な
か
な
か
解
決
が
困

難
な
よ
う
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
戦
後
長
ら
く
「
戦
争

に
つ
い
て
考
え
る
の
も
嫌
だ
」
と
い
う
風
潮
が
見
受
け

ら
れ
た
が
、
昨
今
の
状
況
を
踏
ま
え
、
そ
ろ
そ
ろ
安
全

保
障
の
基
本
に
つ
い
て
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
英
国
で
は
、「
平
和
構
築
（Peace 

Building

）」
で
修
士
の
学
位
が
取
得
で
き
る
大
学
も
か

な
り
見
ら
れ
、
そ
の
学
位
を
取
っ
た
日
本
人
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
や
国
連
で
専
門
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
動

き
が
今
以
上
に
広
が
り
を
見
せ
、
平
和
の
実
現
に
貢
献

す
る
人
材
が
よ
り
多
く
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
だ
。
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